
令和7年度印西市地域包括支援センター評価表 資料３

1 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

B 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C 3 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

D 4 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

A 5 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B 6 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

C 7 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

D 8 〇 ◎ 〇 〇 ◎

A 9 〇 〇 〇 ◎ ◎

B 10 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

C 11 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

D 12 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

E 13 〇 〇 〇 〇 〇

A 14 △ ◎ 〇 ◎ ◎

B 15 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

C 16 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

D 17 △ 〇 〇 〇 ◎

E 18 △ △ 〇 〇 ◎

船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部 南部

船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部 南部

北部 南部 船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標

本埜 備考印西市の評価指標 北部 南部 船穂 印旛



A 19 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B 20 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

C 21 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

D 22 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

E 23 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

A 25 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B 26 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C 27 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

D 28 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

A 29 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B 30 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

C 31 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

D 32 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

A 33 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

B 34 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

C 35 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

D 36 ◎ 〇 〇 ◎ ◎

E 37 〇 〇 ◎ ◎ ◎

印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部 南部 船穂

南部 船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部

北部 南部 船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標

船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部 南部



A 38 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B 39 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

C 40 〇 〇 〇 ◎ ◎

D 41 〇 〇 〇 ◎ ◎

A 45 ◎ 〇 〇 〇 ◎

B 46 〇 ◎ 〇 〇 ◎

C 47 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

D 48 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

E 49 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

F 50 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

A 53 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B 54 〇 〇 〇 〇 〇

C 55 〇 〇 〇 〇 ◎

D 56 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

E 57 〇 ◎ 〇 〇 ◎

A 58 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

B 59 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

C 60 〇 〇 〇 ◎ 〇

D 61 〇 〇 〇 〇 〇

北部 南部 船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標

備考印西市の評価指標 北部 南部 船穂 印旛 本埜

北部 南部 船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標

印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部 南部 船穂



A 63 〇 ◎ ◎ 〇 ◎

B 63 〇 〇 ◎ 〇 〇

C 64 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

D 65 〇 〇 〇 〇 〇

E 66 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

A 67 〇 ◎ ◎ 〇 〇

B 68 〇 ◎ 〇 〇 〇

C 69 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

D 70 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

A 72 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

B 73 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

C 74 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

D 75 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

E 76 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

F 77 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

A 79 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

B 80 〇 ◎ ◎ 〇 〇

C 81 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

D 82 〇 〇 ◎ ◎ ◎

E 83 〇 〇 ◎ 〇 〇

印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部 南部 船穂

南部 船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部

南部 船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部

南部 船穂 印旛 本埜 備考印西市の評価指標 北部



北部 南部 船穂 印旛 本埜

85 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

86 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

87 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

本

埜

 ５圏域で最も高齢化率が高く、家賃が比較的低い地区を含む圏域であるため、生活保護受給者など経済的な問題を抱える方も多い。そのためワークライフサポートセンター

との連携には力を入れている。精神疾患を抱えた案件では、障がい者相談支援センターとの連携もとりながら対応することができた。圏域内の医療機関が閉鎖する影響で、医

療受診に対する相談が増える傾向にあった。また、昨年度途中でワークライフサポートセンターが別店舗に移転したため、狭猥化は解消され落ち着いて相談できる環境になっ

た。ワークライフサポートセンター別の事務所とはなったが、これまで通りの連携が図れている。

 対応困難なケースについて、福祉の総合相談窓口などと連携を取りながら対応することができた。自治会など地域の団体から講座などを依頼されることが増え、積極的に対

応させていただいた。フレンドリープラザやサザンプラザなどからも講座の依頼がきており、包括で作成した通信紙の配布や、包括に立ち寄られた方等への周知を積み重ねた

結果、呼んでいただけるようになったものと考えている。ニュータウンと呼ばれる地区ではあるが、知人同士で助け合っている話も聞かれ、身近な間柄において支え合って生

活されているところもあると感じている。

 通所型サービスCにつなげた方が3名おり、フレイル予防に注目したアセスメントや、介護予防事業につなぐための関わりに力を入れることができた。地域との地道なつなが

りを重ねた結果として、以前に関わりのあった地域住民とのやり取りから、地区でのサロン開催を続け、3年越しでちょきん運動のグループを立ち上げることにつながった。

また、体制整備事業で実施したアンケートから「散歩をしたい」という要望が多いことを知り、高齢化の進むマンションで事業を行えないか検討。「いんざい歩き隊」を立ち

上げ、住民主体で活動できるグループとなっている。

 人口は最も少ないが高齢化率は高い。民生委員や地域の集まりとの関係性が深まり、把握できていなかったケースが相談につながることがある。交通が不便な地域が広いこ

とから、相談があった際に訪問で対応することが多くなる。35年前に入居が始まった地区での相談が増加しており、高齢化が進んでいることを実感した。令和7年7月から同じ

建物内に印旛支所・印旛図書館が移転してきており、相談スペースが狭く、相談環境はあまりよくないため、工夫しながら対応している（令和8年度中に新施設へ移転予

定）。

＊令和8年度から印旛地域包括支援センターの運営法人が社会福祉法人清明会に変更となった

 包括の存在は広く知られるようになり、民生委員や支部社協などの地縁組織との顔の見える関係もできてきている。一方で、包括の存在は知っていても、どのようなことを

相談してよいのかがわからず「もっと早く相談すればよかった」という声も聞かれたことから、包括の機能について周知をする必要があると考え、圏域内のほとんどの世帯に

チラシの戸別配布、商業施設での出前相談会を実施した。その結果、相談につながった方もおり、成果があったと考えている。滝野地区は少しずつ相談者が増加、牧の原地区

は高齢者を呼びよせる方からの相談が増えてきている。
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